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静岡県の
新型コロナウイルス感染症者

発生・入院等の状況
（2022年6月3日時点）

静岡県健康福祉部　新型コロナ対策 企画課 & 推進課



静岡県の直近１か月の新型コロナ新規感染者数の状況
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（公表日ベース）《６月３日時点》



静岡県の新型コロナ新規感染者数と簡易実効再生産数（1/10～6/3）

（人）（人）

国立感染症研究所の報告に基づき、簡易実効再生産数を直近7日間の新規感染者数/
（世代時間）日前7日間の新規感染者数とし、世代時間をオミクロン株で2日間として計算した
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実効再生産数は、1月30日以降0.91～1.07の間を推移していたが、3
月に入り0.9台が多くなり、3月22日から0.8台となった。3月27日から
再び１を超えたが、4月8日以降１未満に落ち着き、5月7日から再度1
を超えたが、5月16日以降1以下に下降した。直近6月2日は0.89。



静岡県の第６波以降　これまでの全体像（1/1～6/3）
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2月10日
最高３３３.７

2月10日
最高１２,１４７

3月25日
６波最低１４９.６

3月25日
６波最低５,４４６

5月6日
最低８３.１

5月6日
最低３,０２５

３連休 3/19-21 大型連休 4/29-5/1,3-5,7.8

（人）
（人/週/人口10万）

6月3日
９８.０２

6月3日
３,５６８



静岡県の第６波以降と今後の感染者発生予想（イメージ）

P5３連休 3/19-21 大型連休 4/29-5/1,3-5,7.8

（人） （人/週/人口10万）

３連休 7/16-18 お盆休み 8/11-16



静岡県 発熱等受診相談センターの有症状者相談件数と感染者数(7/1～6/1)
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症状のある方からの相談件数は３月下旬以降横ばい、
４月後半からやや下降傾向だったが、５月に入り急上し

たのち、大型連休後下降に転じている。

R3年10月30日～
発熱等診療医療機関

を県webで公表



静岡県 無料検査の検査件数と陽性率(12/24～5/29)

陽性率は、３月までの第６波時５～６％まで上昇
後、４月は３％台まで下降したが、５月上旬に
５％弱に再上昇し、その後下降し、直近３％台。
検査件数も５月連休明けに３月並に増加。

※ 抗原定量検査を含む

※
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静岡県の直近の年齢別感染者数・割合（5/27～6/2）

全3,795人
（-1871人)

（+-○○人, +-□%）
は前週との増減

（-380人, -1%）

政令市を含む全県

１０歳未満が１９％で最
多だが、前週より２ポイ
ント、４４０人減少。

７０歳以上は、前週より
２ポイント増加し、人数
は２３人減少と減少が
少ない。

２０歳代以下で全体の
約５０％、４０歳代以下
で約８０％を占める状
況は変わらない。
６０歳以上は１２％で、
人数は減少。
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（-315人, +-0%）

（-220人, +1%）

（-440人, -2%）

（-160人, -1%）

（-108人, -1%）

（-225人, +-0%）

（-23人, +2%）



静岡県 年代別人口10万人あたり週感染者数（1/7～6/2）

政令市を含む全県

直近１週間では、全年代で減少し、
０～３０歳代では急激に減少してい
るが、７０歳以上の減少はゆるやか
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（人/週/人口10万）



静岡県　飲食の場での感染割合（3/10～5/25）
政令市と県所管地域

大型連休以降は、２０歳代
以上で、飲食の場で感染し
た割合が増加したが、５月
下旬には減少してきた。
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静岡県　知人友人からの感染割合（3/10～5/25）
政令市と県所管地域

大型連休以降は、２０～４０
歳代で、知人友人から感染
した割合が増加したが、５月
下旬には減少してきた。
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1.0%



全４６１件中、学校・保育施設が１５７件（３４％）で最多
次いで僅差で高齢者施設が１５３件（３３％）、病院・クリニックは５５件（１２％）

静岡県 感染者集団（クラスター）の種類と件数(1/8～6/2)

（件）

（11件） （1件）

（157件） （27件）

（153件） （33件）

（55件） （23件）
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オミクロン株全体の中でＢＡ.２が占める割合は、３～１％程度で
推移していたが、２月下旬より増加し始めて、直近で約９７％。

オミクロン株BA.１とBA.２の割合の推移 （1/14～5/26） 

166人221人 416人179人334人341人

政令市を含む全県

154人167人152人
検査
人数 71人 270人187人92人

P13
60人 81人 137人139人



静岡県 コロナワクチン３回目接種状況 高齢者(1/10～5/30)

（回）

本県の高齢者の３回接種率は、
5月30日時点で８９.４％
直近７日間は1日約500回接種
７日間で約０.３ポイント上昇

（対象者約109.7万人）
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静岡県 コロナワクチン３回目接種状況 全年代(1/10～5/30)

（回）

本県の全年代の３回接種率は、
5月30日時点で６０.５％
直近７日間は1日約7,500回接種
７日間で約１ポイント上昇
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静岡県 コロナワクチン５～11歳接種状況 (3/7～5/30)

（回）

直近７日間で１回目接種は、1日約100回接
種され、１回目接種率は約０.４ポイント上昇

（対象者約21.7万人）
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・県の３回接種率は、５０歳以上は７０％以上、４０歳代５０％台、２０，３０歳代は４０％台となるが、
１２～１９歳の若い年代は３０％台以下と低い。

・県の３回接種率を全国と比べると、各年代ですべてで全国より０.３～３.０ﾎﾟｲﾝﾄ高い。

県と国 コロナワクチン年代別接種率 （5/30時点） 

（VRS；ワクチン接種記録システムより）
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３回接種率
２回接種率

０.７６

０.９５
０.９３

緑数字は静岡県の

０.８４

０.６９

０.５９０.５５
０.４４

０.３０



県と国 コロナワクチン年代別３回接種率 （3/31-5/30） 
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（２回接種率）

・県の５～１１歳の２回接種率は、全国平均より約３ポイント高い。
・県の１２歳～３０歳代までの３回接種率は、全国より３.０～０.９ポイント高い。
・県の５歳～３０歳代の接種率は、直近１週間で１～３ポイント増加し、伸びは鈍化していない。



県と国 コロナワクチン年代別３回接種率 （3/31-5/30） 
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・県の４０歳代以上の３回接種率は、全国より０.３～２.１ポイント高い。
・県の全年代の３回接種率は、全国より１.７ポイント高い。
・県の４０歳代、５０歳代の接種率は直近１週間で１～２ポイント増加しているが、６０歳以上は鈍化している。



静岡県 年代別 ３回目接種率と人口10万人あたり１週間感染者数 （5/27～6/2） 
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（人/週/人口10万） 政令市を含む全県

３回目接種率が高い
年代ほど、その年代
からの感染者の発
生数は少ない傾向。



ワクチン接種回数別 人口10万人あたり１週間感染者発生状況 （5/27～6/2） 
政令市を除く県所管地域
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（人/週/人口10万）

（440,171人）

696人
5月27日-6月2日

感染者数

（14,243人） （414,667人）

749人

（1,322,917人）

628人

（人口2,191,998人）

2,099人

２回接種者の
感染者発生数
を１とすると

０.９８

０.９１

０.２６

３回接種により

感染者数は

７４％減

5月29日
時点人数

26人



小児ワクチン接種回数別 人口10万人あたり１週間感染者発生状況 （5/27～6/2） 

政令市を除く県所管地域
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（人/週/人口10万）

（102,033人）

266人
5月27日-6月2日

感染者数

（5,562人）

11人

（21,436人）

37人

（5-11歳人口129,031人）

314人

未接種者の
感染者発生数
を１とすると

０.７６
０.６６

２回接種により

感染者数は

３４％減

5月15日
時点人数



静岡県 コロナ受入病院 入院患者重症度別推移(1/1～6/3)

83
46
18

現在の最大確保病床数
６２９床の1/2 = ３１５床

18
1

2月20日
445人

３１５

13.5%

615/2
入院患者数は、４月30日に最少
の５７人まで減ったが、５月上旬
に増加し、１００人前後で横ばい
後、６月に入り８０人台に下降。
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静岡県 年代別感染者の中等症以上発生率等(4/1～6/2)
•全体での中等症以上の発生率は約０.７％、中等症Ⅱ約０.４％、重症０.０１％

•７０歳以上の感染者の約８.５％は中等症以上、約５％は中等症Ⅱ以上

感染者数 3,999 2,055 2,649 49,4797,4168,3518,2148,0058,818

人数（重症,中等症Ⅱ,中等症Ⅰ）
（0,6,5） （0,0,3） （0,1,2） （0,3,4） （1,9,16）（0,12,15）（1,13,22）

（3,127,97）

（5,171,164）
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0.12% 0.04% 0.04% 0.08% 0.35% 0.68% 1.75% 8.57% 0.69%
感染者のうち中等症以上になる％



静岡県 重症度別感染者の年代分布(4/1～6/2)
・重症者は５人のみで、７０歳代以上３人と６０歳代・４０歳代各１人
・中等症者の約７０％は７０歳以上、中等症Ⅱも約７０％は７０歳以上

人数 1641713355 P25



静岡県 新型コロナ第３波～第７波の死亡者数(～6/2)

（人） （人/日）

（％）

2020.11.16～2021.2.15 2021.4.1～6.30 2021.7.1～9.30 2022.1.1～3.31

感染者数　　3,975 3,603 17,289 94,945
（92日間） （92日間） （90日間）（91日間）

％

％

％
％

人/日

人/日
人/日

人/日

人

人

人

人

P26
（63日間）

2022.4.1～6.2時点

49,479

従来株主体 アルファ株主体 デルタ株主体 オミクロンBA.1株主体 オミクロンBA.2株主体

％
人

人/日



静岡市両替町の人流の状況 （6/2時点） 

まん延防止
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静岡市両替町の２１時の人流は、まん延防止
等重点措置の解除後、速やかに１月上旬の
レベルに戻ったが、４月上旬以降いったん下
降し、大型連休に入り正月並みに再上昇後
下降し、その後再上昇中で１月上旬レベル



静岡県　掛川駅,沼津駅,静岡駅,浜松駅,富士市吉原の人流の状況 （5/28時点） 
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まん延防止

静岡県内主要歓楽街の２０時以降の人流は、
まん延防止等重点措置の解除後は、速やか
に１月上旬のレベルまで増加し、いったん減
少後、大型連休前より正月レベルまで再上
昇したが、連休明けにまん延防止措置直前
のレベルまで下降し、その後再上昇中。

(2022.6.1　第86回アドバイザリーボード　参考資料１　より)



静岡県　人口あたり救急搬送困難事案数 （5/29 第21週時点） 
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救急搬送困難事案の件数は、
今年１～３月は、ここ４年間で
最も多かった。
４月には、昨年並みにいったん
減少したが、５月に再上昇し、
昨年５月より増加している。

１
月
２
月
３
月
４
月
５
月

昨
年
５
月

(2022.6.1　第86回アドバイザリーボード　資料３－４　より)



コロナ受入病院の一般病床使用率及び休職者の状況（1/23～5/26）

回答
病院数 34,34,36,37,35,37,37,
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41,
回答

病院数

• 一般病床の使
用率９０％以上
の病院は、４月
末に１０％台に
減少したが、５
月中旬に増加し
下旬に減少。

• 休職医師・看護
師の数は、４月
下旬は計60人
台に減少したが、
５月中旬以降
130人前後に増
加。

35,37,

（人）

41,38,35,36,34, 35,37,35, 35,37,41,41, 38,34, 36,37,34, 35, 37,37,



全国季節性インフルエンザと静岡県新型コロナ・オミクロン株の比較（6/2時点） 

指標（率） 季節性インフルエンザ※１ 新型コロナ・オミクロン株※２

死亡 ０.０９％
（27,679人/31,665,539人）

０.０７％
（35人/49,479人）

重症
（ICU/人工呼吸器）

０.０８％
（24,805人/31,665,539人）

０.０１％
（5人/49,479人）

中等症
（酸素投与以上）

０.５１％
（162,471人/31,665,539人）

０.３５％
（171人※３/49,479人）

入院 １.６２％
（51,2165人/31,665,539人）

１.７６％
（872人/49,479人）

※１；「2022年3月2日第74回新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード　資料3-10」より　観察期間は、2017年9月～2020年8月
※２；静岡県健康福祉部感染症対策局調べ　観察期間は、2022年4月1日～6月2日
※３；新型コロナウイルス感染症においては中等症にはⅠとⅡがあるが、この人数は酸素投与を要する中等症Ⅱの入院患者数
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南半球　オーストラリアの季節性インフルエンザの流行状況（5/22時点） 
《週ごとに検査で確認された届出件数（2017～2022年）》

• 2022年は、５月22日までに38,743件の季節性イン
フルエンザが届出られているが、そのうち直近２週
間の届出は26,193件で、その前の２週間の３倍。

• ４月中旬以降、届出件数は、最近５年間の平均値
を超えている。
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（Australian Influenza Surveiｌlance Report No.04,2022　より）



南半球　オーストラリアの季節性インフルエンザの流行状況（5/22時点） 
《年齢階級別・サブタイプ別　人口10万人あたりの検査で確認された届出数（2022年1月1日～5月22日）》
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• A型がほとんどで、サブタイプまで調べている
ものではA(H3N2)が多い。

• 年齢階級では、15-19歳＞5-9歳＞10-14歳
＞20-24歳＞5歳未満の順に多い。

（Australian Influenza Surveillance Report No.04,2022　より）



増加 要因減少 要因
BA.2への
置き換わり

３回目接種
者数の増加

マスク無しで会話する
時間×相手人数

換気
減増

どんより

済



静岡の医療と社会を守るために

①会話時や人混みでは不
織布マスクを鼻まで密着
②長い会話時は2ｍ前後の
距離と換気をしっかり確保
③家庭でも高齢や基礎疾患
の方と会話はなるべくマスク



④飲食の会合は、少人数、
短時間、認証店で！

⑤鼻水,咳,のど変,熱等が出
たらすぐに休んで受診を!!

⑥３回目ワクチン接種を　
早めに検討し、接種後も　
会話時マスクは続行を!!!


